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およそ16キ ロに及ぶ高田の雁

木通りは日本一の長さ。「北越

雪譜」にも登場し豪1、城下町

高田を象徴する景観であるとと

もに、「ゆずり合い・助け合い」

の心が形になつた文化遺産であ

るといえます。

今てこそ小雪の年が続いていますが、

高田のまちの降雪量の多さは、平野部

の都市としては、昔から群を抜いてい

ました。

なにしろ、あまりの大雪で家並が見え

な くなって しまい、旅人のため

に、「この下に高田ありJと 書かれた高札が

「雁木」は、そんな雪国の冬期間の通  ′'/

路 として造られたもので、新潟県は ''  ｀

もとより東北から山陰まで広 く分布    、、

していました。東北の盛岡 弘前・黒    、

石 ・角館の城下町では 「コミセJ、山    、

形の米沢 ・鶴岡・酒田では 「コマヤ」  、

と呼ばれています。明治期以降、時代

の波にもまれ消滅した地方が多い中で、

高田のまちには今日も圧倒的な日本一の

長さの雁木通りが残っており、子どもたち ヽ

や、力年寄りにも便利で安全ま通路として使、
われています。

寛保 3年 (178年 )の 記録によれば、

高田城下で雁木が造られたのは、慶長

19年 (1614年)の 高田開府より後の

松平光長公の時代 (162/1681年)と

されています。

寛文5年 (166年 )真 冬の大地震では、4mを 越える

積雪の重みも加わり城下全体が壊滅的打撃を受けまし

たが、地震の後に家老となった小栗美作は、幕府から

借りた資金で城下町の復興事業を行い、この頃城下町

に雁木が完備されたと言われています。
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初ろの頃の雁木は、平屋の家屋の軒

先を道路側に延長して柱で支えるだ

けのものであったと言われています。

その後、建物の高さが高くなるにつ

れて、雁木の通路上部を物置などに

利用できる 「造 り込み式雁木」の形

態も生まれてきました。当初雁木上部の部屋は、窓も

なく天丼も低いツシ2階 でしたが、後に窓をとって使

用人の部屋などとして利用する家もあらわれました。

明治以降になって本 2階建ての町家が普及すると、表

2階 の採光と通風を確保するために、平屋の雁木を主

屋に付け足す形の 「落し式雁木Jの 形態が主流となっ

ていきました。雁木自体1/1主屋にくらべて傷みが早い

ので、軽微浚造りで容易に改修ができるよ

うにとの工夫と考えられます。

上越市が平成

15年 1モ行 っ

た市民 ア ン

ケート調査で

は、「雁木 と

雁木通 りの保存 ・活用

が必要だ」という声は、

市民の約 9割 にも上って

います。しか し、雁木が

形作られた時代とはライフ

スタイルが大きく変化する中

で、雁木が次々と姿を消 している

のも現実です。江戸時代以来約 3"年

´

4"

間受け継いできた高田のまちのシンボルをこれ

からどのように受け継いていくのか。今を生きる私た

ち一人ひとりが考えていオス くてはなりません。

造り込み却確木           落じ式雁木

※1 ,ヒ越雪譜は南魚沼市塩沢生まれの文メヽ 鈴木牧之 1770」 842)l■

名著で天保 6年 に初編刊行.(岩波クランックス所収)
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物屋界隈の歩き方旧今丼染

1日 31稚 『 纏 貯 躍 壕此 睾 雀 璽 豫

できます。ことから本町筋へまわれば、明治の劇場や昭

和初期の洋風な商店など、モダンな高田のまち筋を眺め

ながら歩くことができます。

… … … ぶらり散策で発見!ま ちのお宝

青田川界隈の歩き方

うなミ青占斎[譜層fll會「更豪|ナ:rg婁理ξ尻看
影を残す石垣や植え込みのあるまちなみに出会います。

四季折々の高田のまちの自然を楽しみながら歩けば、旧

師団長官舎の裏手へ。この洋風建築でひと休みして、本

町筋の雁木通りへ出ましょう。
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の金を江戸

この界限には、十返舎一九の 「金の草軽」に登場する飴

屋や、松尾芭蕉の句碑、「時の鐘」など、高田のまちの

歴史を物語るものが数多くみられます。
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浄興寺大門通り界隈の歩″が｀一一
´堅・横春日町界隈の歩き方

フ
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来:17頼 讐蔦FT借 :省 「象:T言 理場言醤暮

だつた仲町の角には落ち着いた風情の料亭が見えます。

その先の黒板塀の料亭を見ながら歩けば、目の前には浄

興寺の山門。ここは66も の寺院がある寺町です。



高田
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謙信公の

川渡併
上杉謙信と武lI信玄の

1中 島合戦にちなみ、

|1月 30日 と 12月

普は、小学生の売 り

で歩いたものです。

1曰βP定販売のあん餅。

子が早朝から独特の売り声

スひ血号夏f冨
高lIのまちには、新しい時代に合わせて町

家のクト観を改装しF―り、木造洋館だつたり、

珍しい鉄筋だっr_りと、モダンで素敵な建

物がた(さ んありましF―。
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※大正から昭和初年に出版された写真集より

やっぱりかまばこ
雪肌の自身に散らばる褐色の

キクラゲ。シンプルながらも美

しい姿形、淡●な味わいと歯ご

F―えが自慢です。桜色の鮭をま

とっF―ものは、華麗な逸品。

お正月の

水羊羹&寿 羊羹

上越も冬季l‐水羊羮をイヤる

土地柄で、「雪かきの後、こ

たつにはまって冷たいJく羊

羹Jは 冬のうれしいおやつです。お年始の手

上産は上越独特、白餡仕立ての 「寿羊羮」。

よつてきない1雁 木の朝市
観光朝市とまっF―(違 う雰□気は、雁木の連なる

大町過りで閉催の二 七、四 九の定期市。

地元野菜に秘伝の漬l1//、海産物から曰用品が勢ぞ

ろい。高田言葉が交わされて、農家のおかあさんた

ちの元気に感動。「まけとくわね IJ


